
吹田市議会会派

優先事項として掲げたのが、子育て支援の抜本
的な拡充です。特に、保護者の就労状況に関わら
ず保育所等を利用できる「こども誰でも通園制
度」の本格実施に向けた基準策定は、育児の孤立
を防ぐ大きな一歩となります。
併せて、家計の負担を直接的に軽減する小学校

給食費の無償化・負担軽減策を継続し、すべての
子どもたちが健やかに学べる環境を堅持してまい
ります。さらに、こども発達支援センターの体制
を強化し、専門的な支援が必要な子どもとその家
族に寄り添う施策を推進いたします。
市民の皆様の健康と安心を守るセーフティネッ

トの強化も、今予算の重要な柱です。国民健康保
険料の改定にあたっては、低所得世帯や未就学児
を抱える世帯の負担を軽減する措置を拡充し、生
活の安定を図りました。
また、災害に強いまちづくりとして、老朽化し

た消防車両の計画的な更新や、岸部市民センター、
男女共同参画センター、自然の家といった公共施
設の大規模改修に着手し、安全性の向上に努めま
す。
インフラ維持においては、物価高騰に対応した

適切な契約管理（インフレスライドの適用）を徹
底することで、公共サービスの質を維持しながら、
地域経済の基盤を支えてまいります。これらの施
策はすべて、皆様からお預かりした貴重な税金を
「命と暮らし」に直結させるための投資です。
立憲民主党、「にしおか友和」は、これからも

市民の皆様の切実な声を政策の柱に据え、吹田市
がより住みやすく、希望に満ちた街となるよう全
力で邁進してまいります。
今後とも、皆さまの声を市政へと届けるため、

変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう、お願い
申し上げます。
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吹田市議会派 立憲民主党の『にしおか友和』です。吹田市議会は、新年
度（令和８年度）予算を策定する2月定例議会を3月24日に閉会しました。
本定例会は「未来への投資と財政規律の両立を問う予算議会」です。
一般会計約1,820億円の当初予算案では、子育て・教育やDX推進への投

資が特徴的です。一方、物価高による契約増額、老朽化インフラの更新、
システム標準化など、様々な取り組みが進められます。
全国的にも類を見ない、吹田市独自の人口増の強みを活かしつつ、次期

総合計画を見据えた持続可能な行政経営をどう担保するか、議会において
数字を根拠に厳しく審査された結果、当初予算は可決されました。
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2月定例議会 にしおか友和個人質問【北千里駅前の再開発について、街づくりに哲学を】

里駅前における人が中心のまちづくりの実現を目
指しています。以上でございます

1974年吹田生まれの吹田育ち。千里山団地に生まれ、佐井寺・五月が丘育ち、藤白台に在住 3児の父親
千里第二小学校～佐井寺小学校～佐井寺中学校～箕面自由学園高等学校 関西大学法学部 大阪府立大学大学院 博士前期課程修了
株式会社ドコモCS（NTTグループ）に20年間勤務 ICTシステムコンサルタント
藤白台小学校PTA会長（2018年・2019年・2023年・2024年） 元青山台地区地域教育業議会副会長 元藤白台地区青少年対策委員会委員
長
吹田市議会：文教市民常任委員会 委員長 立憲民主党大阪府連合副幹事長 整理収納アドバイザー準１級
大学（大学院）は働きながら奨学金を利用して全額自費にて卒業。その経験から学費の無償化や無利子奨学金制度の導入を求める
活動を通じて政治家を志す。３児の子育てまっさい中、吹田市の教育に熱い思いをもって、市政に取り組んでいます。

次年度、新規に計上
された北千里駅前再開発
事業への補助金および事
業費について、市の財政
負担と再開発の基本理念
について伺います。

初めに基本理念につきましては、平成28年、
2016年に本紙が策定しました。北千里駅周辺活性
化ビジョンにおいて掲げた4つの基本理念のもと、
商業機能や公共公益機能の更新による地区セン
ターとしての機能回復はもとより、一体的な整備
による歩行者動線や広場といった、ゆとりある空
間を作ります。
またオープンスペースの確保などにより、将来

にわたり魅力的で、にぎわいのある、誰もが利用
しやすい地域拠点の形成を目指しているところで
す。
公共貢献としましては、市街地再開発事業によ

る駅前交通広場の再整備、周辺、街区との一体的
な歩行者、ネットワークの形成、新たに創出する
歩行者の空間や、その広場などの整備により、北
千

  財政負担の規模と根拠について 本事業に対し、再
開発事業費として約1.8億円（うち市債1.6億円）、
さらに事業費補助金として約3.5億円が計上されて
いる。特定の再開発事業に対する多額の公金投入と
なるが、多額の税金を投入する以上、単なる商業施
設の更新に留まらず、市民にとって具体的なメリッ
ト（公共的空間の創出、交通利便性の強化、防災機
能の向上等）が不可欠であります。
私が申し上げたいのは、北千里に高層建築物は相応
しくない、というような議論の前に、もっと基本的
な理念、街づくりの哲学が必要だと感じています。
北千里駅周辺を「地域拠点」としてどう再生させる
のか、事業者に対してどのような公共貢献を求めて
いるのか、あらためて基本理念を伺います。

ＪＲ吹田駅前滞在空間創出事業「さんくす
夢広場」における社会実験について、わずか1ヶ
月の実験で何を見極めようとしているのか、そ
の目的と検証指標を伺います。
まず実験の目的と業績評価指標（KPI）につい

て 予算額124万円という小規模な予算で、ファ
ニチャー（家具）設置による滞留性向上を検証
するとのことですが、単に「座っている人が増
えた」というだけでなく、周辺商店街への移動
線や消費行動への波及効果をどう測定するのか。
具体的なKPIの設定について伺います。
安全管理と維持管理について 駅前広場は通行

量が多く、夜間の治安や清掃面での課題も想定
される。予算内訳には賠償責任保険料や清掃委
託料が含まれているが、設置するファニチャー
の管理責任や、トラブル発生時の対応体制はど
うなっているのか。また季節による行動特性も
変わってくるとおもうが、考慮されているのか。

JR吹田駅南側駅前広場の社会実験につきまし
ては、居心地が良く歩きたくなる街づくりを目
指して、滞在空間を創出し、検証などを行ない
ます。具体的なKPIを設定しているものではあり
ませんが、人流データなどを用いて、前年の同
時期との利用者数の比較や、周辺の事業者への
聞き取り、アンケートも実施する予定です。
安全管理につきましては、地域の方々のご意

見を伺うとともに、関係機関とも協議を重ねな
がら、詳細を決定していきたいと考えています。
また、トラブル発生時には、緊急連絡体制を

構築し、対応する予定です。
開催時期につきましては、気候が良く、比較

的快適に滞在していただける秋ごろを予定して
おります。
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